
5 .野洲町久野部遺跡
七ノ坪地区調査l略報

阪急~I.t鉄株式会社の宅地造成にfドう、野洲fllT所作、

久野ffll遺跡七ノ坪地区の制蕊は、 51年 6-7月に実施

した拭ぬItJ~I 1*f.に.;Iき続き、...j>:年2月末から郎 2次il1Il1i
をf泉純し、現有Eも継続中である。

今次;iI/H'fl立、試J面!誠司慢で泣繊の "{fイEが線認された部

分について、 ITtd10mのトレンチを10m問附で設定し、

i配備の検出された部分を順次拡~l付ーる )j法をとった。

攻干i~までに発凡された泣椛l主、;ì)，\j護区凶端て・弥生~古

岐Jglと思われる鴻が数条と者干の土峨 (A区)、同.1じ

織で‘Tl安J~J と々えられる flV~が数条、制立糾:他物 l 棟、

ニヒJ演およびピット多数 (8区)、同中央;昔日で沼沢民!!に

流入するぶ良前期の耳障 1粂 (C区)などである。この

うち、怖生後19jの良好なー俗資料を出上した SD2を

含むA区を中心に、その慨嬰を報告することにした.

1.遺稿

ALKlj:純資区

のけ?端に所不正し、

その西側におい

て、数粂のt穂お

よぴr.:干の上j騰

が総出されてい

る。ft'lj: lj:、紋!..i~ 宅

に蛇行しておリ、

部分的に切り令
地

い 'IJ~認められる。

(501) 

SD2を切りな

がら SD 3の*

を街地・ら4じに蛇

行する織で、は

ぽ上 ・下 2層に

分けられる。上

層l立、銀色粘土

熔でほとんど治

物を含まない。

下!曹は、 II&'灰色

粘'l'e砂土からな

宅

地

』耳目

り松下の泣物を含んでいる.申1131- 1.5m、泌さ20-

30cmで、 一応、山噴11寺代後WIの一時~~l と推iJIII される。

(502) SDlに切られ、はぽ問)jII'1に蛇行する

UtF織で、 rlJ2.5-3.0m、泌さ90-lOOcmを官111る.

大きく 3J自に分かれ、t1i1 J日/ij炎w灰色弱粕i'l土(③)

よリなリ、 tilllJ仔 1;1:砂市と粘土腐の瓦}~ (④-@)よ

リなる。抗日I ~fi 、ì'fl!A灰色粘'l'f.土(@)でほに新干

の奇襲婿($)がJ断行する。線用からは、ほとんど逃物

の:11こl二はなく、郡上抗日、第l1lの谷崎よリ畿内初V
隊式政行JYIと考えられる泌物が多数111土している。(後述)

(503) SDL の凶をほぼ強行して商から~tに

蛇行するIIJ2.5-3 m、採さ50cmのuq:潟で、 也事で

S D 1、SD2を切っており、こttらよリ新しく娘削

されたと々えられる。大きく 3J日に分かれ、 ~H }f1fま

淡"'j'f灰色の粘質砂二t，mII府{ま淡tf灰色め砂時書土、節

目IJOIま銀灰色の粘1'ltからなる。i立物i主、銃口府以下

に検出され、土郎総とともに 6C来-7C前半の須忠

慌が出土している。
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(504) SD2の来を、ほぽ

並行に荷:1I:mEする協で、 r1J50-60師、

深さ30-40cmのu*:状を呈している。

上下 Z層に分かれ、上!曹は淡灰総色

め粘質土、下熔11淡i'f灰色の砂泥か

らなる。巡'物11少なく 、性絡は今少

し明らかではない。

W 
，~ 

1-194.50 -
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{大統fJ弥) 第 2図 50-2断liii図 1， I I j J I 
2.土 器

この識夜では、!路、生時代から平安11寺代までのゴ二燃が

多品にHUニしている。このうち、比較的強壊の進んだ

S D 2 111:i二の弥生式土絡め一部を紹介したい。

蛮形土慌には長rfl鐙と小型壷がある。 e-l、e-

6はともに総体外磁をハケ状mnで成J修(以下『ハケ

回調終」という)しているが、 e-lの筒形の口磁調i

l主上位でさらに大きく外反し、端部を丸くおさめる.

府務外面にへラによる記号状の文様を~Jむ. - }j e-

6はや、大型で、口頭部も太t{の!穫がある.ロ結端部

11ゃ、内傾気味の輔のせまい1耐をもっ.なお、総体外

而のハケ日調終11e -11ニ比べて剥11かく、内而も縦般

に板ナデ ・指ナデを加えるなど、全体にす2鮮な仕上げ

である 。 自 -2 の小~1蛮IHI<状の体tfliに納&1状に大き

く聞くれ結部と突11¥した安定感のある隊部が付くもの

で 、 保体内外r(íi に細か~"、ヶ白調背任をぬす。

議Jf辻哲詰に lま府の ~J~ りが小さい休部から r< J字状

に外反する単純口絞めき建A と、鋭〈外反する口総tf~の

ι11位でllill出して上方へ自立する受口状口総畿と11乎ばれ

る終Bの2絡鎖がある。絞8については一様に口給部

に備状共による刺突ヂIJ点文を地し、 I摘出ニiょの殺Bは

日緑端部に内傾する而を布しており、形態的に斜l分化

されるものと忠、われる。

ii有料Jf;':!二総についても数タイプ存するようである.

e -51i受書11を持つ比較的深い-l'Hi11!ニ、 A身の支持.部

と余り IJßさのない裾部をつけるもので、 .~i例に乏しい.

e -111ま浅いJIIL状の析官11で、 i本i底部の境にUfJI阪な稜を

持つ。 e-13は太身の支俊樹iの下半が大きく外)Jに聞

くLので、俄状のJl)沫のある係部をのせる。総体外frli

は全体にわたって創11かいヘラJおきをb返す。 また e-12 

'1争点部を欠失するが、筒状の長い支給部が特徴である.

e -191主総台と思われるが、 1闘の狭い外端i前に問Jf;

FJl.文をはりつけ、そのよに竹官文を1J11える。

以上の S0 2Hlょの土骨量{立織がi郊V傑式並行JI11の良

好なー収資料であるが、 ζの点をさらに'Iii!:J!i:i加il:ri:され

た久抑制遺跡 1-ケ.f.[L地区のtH土例等とi七鮫検討してみ

よう .

トケ坪の長鎖主査は 3fflJのうち 2例が端怖を外反させ

ておリ 、r((口織の七ノ坪例と 1;1傑本11をJ41'::する。伐る

トヶT11列{まへラ記号・状文様を持たないものの、形態的

には七ノ郎納!と敵似していると寄えよう 。 しかし七/

坪にち中河内(大阪府) 凶ノ辻 i 式に~.!.られる、休部と

防]j:七の口頭部をもっ長弧35がなく、それより新しいら

めと考・えられる.
か均

つぎに襲形式絡についてであるが、 1-ヶ坪に見えな
い ち ど<".，:. 

い~~A は然イE来形の総体に強〈短< IJ~J < Uti去の西/辻

I 式より後lK的で、球形の総体をもっ中刈内北.(~池よ 1 
りはおL、機相を備えている。茨Bについては、 l既に十

ケ坪において般災に畿内~ V織式に共伴することがf9J

らかにされたが、七ノ坪でもこれを追認することがで

きた.これによ って、 一部において泌札さえ生じてい

たこの傾の裂の変遊に磁かな資料を縫示できると言え

よう 。

終リに肉料;について見れI;!、じノ呼例l立、大きく外

1mきする LI緑のトケ坪例より先行するものの、酋ノ比

DI;;ほど口縁部が立上らず、やはリ畿内第V線式の新

しい段11管の --11寺JI11に比定されるて・あろう .

以上、ここに紹介した久野部j立跡じノ坪地区SD2

出土の一指逃物は、まだ務郡!~IJ という点からg(fdは持

えたいが、 十ヶTr-地区例と同時lUJから一部先行する11寺

JUJまでの、すなわち中河内j也峨に必ける 「鬼塚J - r 
lッl、坂JJUlの枠内におさまるものと判断される。

なお、 じノ苅'-SD 2.'1:1よj二株11府fを的には 3摘に分

けることができるoe-l-e-5はl此L安:j.主した第 11M 
から、 e-6 -e -13は銃口!脅から、 e-14-e-H

の土保!ま第lll/l脅から出志したらのである。 したがって、

今後の縫製 ・検討いかんによって、 じノ坪l山lれlけゴ土二七拡総+の
編正年1'-1仔的ド均]綱絢納11分分.を府{依立的に機Z詑E

イ付寸干台脅毒寺.しておきたい。 (別所健二)

3 .木 製 品

当遺跡A地区の北京lま、しだいに比高をj減じながら

!日泊以}也の広がる iffi林C J也区に至る。つ~にぬ11る 3

例め木製品{止、いず ~L もその il:H代地に流入する羽海(S 

D10)の閥11部から検出されたものである。伴11.1した

おびただしいほの毎日JE総 ・土鮒慌にょうて、よれらの

~~製品も 7 世t紀前半の所1m と解されよう 。

大足 (W1 ) 

[日下!誌と大LEI卓、形態が事Ii似しておリ明l般には判自IJ

し哲郎、が、そのHl途IH耳リ、 iiii者がIII揃えや稲刈りの

- 6-



〉

J 

- 7 ー

M3図 SD-2W:t:土告書実澗j医1

e-1-e-5 官官1膚
e-6-e-13 第J1J1

e-14-e-19 第111.

e-19，副



際にl三がi録J也に
すιむのを防ぐた

め17・架されたも

のでゐるのに対

して、後..rili包
もみあ

として f~断みに

fJもされど bので

あることが知ら

れる.従って、

UI下駄lii手'Jlを

11I1t~した比絞的

制の広いものと

なるが、大.Ii.の

I必介liJ削巴vjの

t'l!め J~みないし

l.t tJ~をこねる必

.'、

lWl2l&'J12Tb 

J W2 

WI 

第 4図木 It ，n， コ開門円nt!笠翻

泌から納長いこ

とがJ}Z::~されよ

う.今lul検出し

た本製品は、 43

x 9cmと比較的

制1111<、中央に

li .ltとの肉~を

o 10 204m 
ト1W 11 i U_Irt一一-.--1

;，r;l'~1 した桝昔干しが3.J'L$挙式:れている. f1ifUHしには、 占it

ド駄にiifI'{Iのj十ょせが見られない.id'I端近〈には、 1怜

|前iJ~，~ Lll.-t，遺跡出土の大足のように切り込みがあり、袋

I(II 3かri斤で鉱泌される給状圧線との!悶j虫から、十まを和l

JIjした~をとりつけていたと々えられる.必i.!î、志野II!!

IU町兵遺跡地・ら、伎を仰げた枠が本体にi溢(?したまま

の状態で免弘されて左手り、本体のI崎~;!í:くに~たれた

おのおの 2干しに樹皮をiI!iし、 ltil定しているのが知られ

る.その他、~8'11に 1:1取りなわをつけたためかとも思

われる終跡が秘められた.

片口 (W2) 

約半側体分を欠担iしておリ、その全線{孟定かでない

が、 1変7乙後30cm余、深さ110mを測る.41I初は鉢とも考

えられたが、一織が他織に比してj和、ことに留立し、

一応、片口の用途を怨定した.加l工誌はIYJ際ではない

が、細部加工に際して欽府l総・の使mを?方f惨させる.

丸木弓 (w3) 

ri2em前後の校を払っただけの側易なりである.わ

ずかに土地を欠鍋しているが、下端li泣イfが!H子で、

数かl~r を下方に向って薄〈削り/II L 、 uトり1fli を作り出

してd立をかけていたと思われる。 jl田辺に1;l:1Y.の圧痕が

数粂総められた.弥生時代以降、その主.たる生産活動

を水稲騰~'.:~多した後も、このような Jn態依然とした

労働JlH{.を用いて、 4守孤もまた延々とt-:t'すられていた

ことがうかがわれるo (谷口 微)

まとめ

以 1:、A1>(0"削売を小心に慨慣れを述べた， AI;{にお

ける検IlIill桃li、 1 -.1二述べたようにj~ 11: 11.の I)G~，織を I+~

から~tへ徽lJJ.る 4 粂の織であり、泌を』克としてその以

側には:全<1且f，V~I.t検出きれなかった. *に向ってJ也111

li次第に低〈な').沼iJ{地状の Lのが仏・が勺ている.

このような ì~ilt地は、昭初401f.に劉資された IFI鉄の直

線ittJllJM也内やi:S波遺跡についての数次にわだるJ鴻畿

でも織認されており、この付近日':t~に{ß;i~J也が広がっ

てい 1.;ことをボしている。ところで、近年の訓伐によ

って、二の{s;tWtl!をとりまくように、多くの!s務が混

迷しているニとが叩lらかになっている。j(iil¥.Iil!の」じu!
にはafr時代を中心とする自主主遺跡が、4じには弥生中

期から・I~時代にコ巨る五之監遺跡が、 lüP4に~、~ぶか

ら平安時代に至る久野部遺跡が、備にl:1i*jt(t後期から
予安時代lニ'if.る初m遺跡が位;配している.

したがって、 A区間端を南北流する 4粂の鴻l:.l、お

そら〈久野部遺跡の京阪をi薗するものであリ、 81まで

発見された粂 Iltl':並行する 2条のtおも、五之 11¥巡跡の

l特似を 1111汁る L のであって 、 いずれも iI~ili地合念日Rに

おいて、，llilllI的にJ脳内IJされたものと々えられるのであ

る。しかし、捌1f1よ現.{I:なお継続rl'でめゐため、持制|

についての械1'f11今後にゆずることにしたい。

(大t~f.j弥 )
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